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小松市で活用している主なソフト
■ SKYMENU Class
写真や動画の撮影機能、画面保存の機能、Microsoftよりもシンプルで簡単なプレゼン機能
等、クラウドにデータを保存でき共有が可能。

■ スクラッチ
プログラミング学習のソフト。NHK for Schoolに動画もある。主に５年生で活用。

■ ArTec（アーテック）
プログラミング学習のソフト。画面上だけではなく、手元の道具と連動してプログラムの
動作を確認できる。専用の道具が必要。主に６年生で活用。

■ Qubena（キュビナ）
AI型の学習コンテンツ。９月から使用。主に４～６年生で活用予定。



取り組み・実践について

①職員会議後のミニ研修会

②各学期に１回以上、実践記録の交流

③小松市教育センターのICTインストラクターを

招いての研修会



取組・実践について①～職員会議後の研修～



取組・実践について② ～実践記録の交流
～
■ 毎月短時間の研修会を行った。

（推進教師から、タブレットの活用例や実践の紹介を行う）

■ 各学期に授業者は１つ以上実践記録を残す。それをもとに各学期に１回以上、
実践記録をもとに交流を行った。

■ 小松市のICTインストラクターを招いてGIGAスクールタブレットの操作や機能の
体験と紹介、実践例の紹介を行った。



取組・実践について③
～ICTインストラクターを招いての研修～

研修を行ったことで何ができるかわかったと感じる人が増えた
半面、できることが多くて自信がなくなった人もいました。



研修後のアンケート ～タブレット活用のメリット～

■ 児童が興味関心を持ちやすく児童の意欲につながる。

■ 児童それぞれの考えや教師が示したいことをいろいろな方法で共有できる。

■ ノートに書くのではなく、タブレット１つで完結するので机の上もすっきりする。

■ 画像や動画など視覚的・聴覚的に分かりやすい。

■ 間違った時に修正が簡単なので、失敗を恐れず作業できる児童が多い。

■ データで残っていくので、下学年で作成したものも残しやすい。

■ 字を書くことが不得手な児童でも、綺麗に作成できる。

■ 体育など、動きのある活動も自分の目で確認、比較することができる。

■ １人１台あることで、他学年同時に調べ学習などができる。

■ 社会科などで新聞を作るたりまとめたりする際に、写真を撮って貼ることができるので、
時間短縮となる。

■ ローマ字入力やタブレット機器の操作練習ができる。



研修後のアンケート ～タブレット活用のデメリット～

■ 使い方の指導に時間がかかる。

■ タブレットの出し入れが手間、教室に置き場がない。

■ 不具合が起きた時、トラブルが起きた時の対処が不安。授業中は聞ける人がいない。

■ 手書きパッドがあるとはいえ、低学年での活用が困難である。

■ 物が高価なため、配慮が必要であり、安易に使わせづらい。

■ セキュリティの関係上、校務用（職員室）のPCと直接つなぐことができず不便。

■ 画面が映らないなどのトラブルが起こった際に、すぐに対応できない教員が多い。

（専門的なことも絡んでくるとだれもわからない）

■ 機械トラブルを考えると、デジタルとアナログ双方の準備が必要で余計に手間がかかる。

■ 成果物を評価し返すことが難しい。（コメントを入れるなど）

■ ノートなどに書いた方が家で復習させやすい。

■ 児童の視力の低下。



研修後のアンケート ～タブレット使用についての不安感～
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・使っている時に教師がわからないこ
とが出てくる。

・自分が十分使いこなせない。

・低学年でどのように活用できるのか
わからない。

・機能はわかるが、実際の場面で自分
が使いこなせるかどうか不安である。

・機能はわかるが、どのような授業で
活かせばよいか不安。



今後行う研修・取組の予定

①職員会議後のミニ研修会

②各学期に１回以上、実践記録をもとに実践交流

③GIGAスクールタブレットを用いた授業参観

（授業実践交流）
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